Nitrogen dioxide as an atmospheric pollutant(Kurzfassen) by M. K.
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大気汚染物質としての窒素酸化物は，その大部分が空気中での高温燃焼に伴う
空中窒素の酸化によって NOとして生じ， それがさらに空中で酸化されて N02
となるといわれている。その主要な発生源は近年著るしく増加した自動車などの
内燃機関および火力発電所などの高温燃焼装置である。 したがって，N02は極
めて身近な危険をはらんだガスといえる。そのほか，火薬 (TNT)，硝酸の製造
工程より排出され，タバコの煙やサイロの発酵ガス中にも高濃度に含まれている
ことが報告されている。電気熔接や金属の庸食作業，坑内爆発に際しでも発生す
るし， dimerである N204がロケットやミサイ Jレの液体推進燃料として使用さ
れているという。いわゆる光化学スモッグの発生に際しでも，大気中における重
要な光化学反応開始物質であることはよく知られている。 
N02は溶解性が低いために気道に深く侵入し， 容易に細気管支，肺胞レベル
に到達する。充填したてのサイロから発生した N02 による急性中毒は silo-
filler's diseaseとして知られ，急性肺水腫の臨床像を呈して急死するか，耐過し
でも広汎な bronchiolitisfibrosa obliteransを遣すことが報告されている。
最近， Shyらは Tennessee州 Chattanougaの TNT工場周辺の N02汚
染地域に住む学童には呼吸機能 (FEV0.5)の低下がみられ， その家族の急性呼
吸器疾患擢患率も高いことを報告している。こうした疫学的調査に先立つて 
Ehrlichらはマウス，ハムスター，リスザルを用いた一連の実験において， N02 
に曝露された動物では Klebsiellapneumoniaeおよび influenzavirusに対
する抵抗性が低下していることを感染後の生存期間の短縮，致死率の増大，生菌
排除能の低下によってみている。伊藤は N02に曝露したマウスに influenza 
virusを感染させるとその肺炎の病理組織像が高度から重篤になることを報告し
ている。 N02曝露が呼吸器感染に対する抵抗性の低下をきたさせるメカニズム
は不明であるが，最近，Myrvickらは invitroで N02 に曝露したウサギの 
alveolar macrophageはその貧食能が低下していること， N02に曝露されたウ
サギから harvestした alveolarmacrophageは interferon産生能が阻害さ
れていることを確認している。 N02に曝露された動物の肺においては，lung 
surfactantの変性， 膜透過性の允進， 酵素活性の変化，腫蕩形成の促進がみら
れること，また，流血中に抗肺抗体が証明されることなどが報告されているが，
こうした実験的事実の積み重ねによって N02の有害作用の全貌がさらに明らか
にされて行くことであろう。
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